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学校の今
人口減少・少子化により統合が進んでいる「学校」。

平成24年度の本市の小中学生は8,807人（平成24年4月1日現在）。

今後も減少し、平成30年度には約7,500人になる見通しです。

子どもの育ちの場である学校の現状を知っていただき、

将来のあるべき姿について皆さんも一緒に考えてください。

●お問い合わせ／市教育委員会管理課学区改編推進室 T26‐5627

酒田市の0歳〜14歳人口の推移
◆推計は平成12（2000）年～平成22（2010）年の国勢調査結果の
人口の動きが今後も同様に継続するものと仮定。

（人）

（年）

▼昭和50年 琢成小の新入生は210人

▲複式学級の授業の様子 先生は二つの学年の授
業を交互に進めます

▼昭和45年 第三中新校舎へ引っ越し

▲統合前の交流会で名刺交換 ｢よろしくね｣

▼昭和40年 給食は楽しみな時間

▲部活動も大切な学校生活の一つ

特集
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学
校
の
歴
史
と
現
状

｢

生
き
る
力｣

を
育
て
る
学
校

昭和の市町村合併以降の小中学校の変遷

小学校　昭和30年1月1日現在 【小学校数36校】 中学校　昭和30年1月1日現在 【中学校数20校】

◆昭和の市町村合併の施行は、旧酒田市が昭和29年12月、旧八幡町が昭和29年10月、旧松山町が昭和30年1月、
旧平田町が昭和29年8月（39年8月に町制）。

［旧酒田市］琢成､光ケ丘､浜田､亀ケ崎､西平田､松陵､飛島､西荒瀬､新堀､
広野､浜中､黒森､十坂､宮野浦､東平田､中平田､北平田､上田､本楯､南遊佐 

［旧八幡町］一條､観音寺､大蕨､青沢､日向､升田､福山 
［旧松山町］地見興屋､山寺､松嶺､内郷
［旧平田町］山元､田沢､中野俣､北俣､南平田､南平田小山谷分校
34年 観音寺小・福山小が統合し八幡小学校
35年 山寺小・松嶺小が統合し松山小学校。南平田小山谷分校を廃止
42年 中野俣小・北俣小が統合し東陽小学校
45年 琢成小・亀ケ崎小の学区改編により港南小学校設置

亀ケ崎小・西平田小が統合し亀城小学校
47年 浜田小の学区改編により若浜小学校設置

山元小・田沢小が統合し田沢小学校
50年 琢成小・光ケ丘小が統合し琢成小学校
55年 松陵小の学区改編により泉小学校設置。大蕨小・青沢小が統合し大沢

小学校。日向小・升田小が統合し日向小学校
56年 若浜小の学区改編により富士見小学校設置
平成
元年 亀城小の学区改編により松原小学校設置
9年 上田小・本楯小が統合し本楯小学校（11年 鳥海小学校へ名称変更）

12年 飛島小休校
18年 南平田小・東陽小が統合し南平田小学校
21年 飛島小再開。八幡小・大沢小・日向小が統合し八幡小学校

（予定）25年4月 東平田小・中平田小・北平田小が統合し平田小学校
（予定）26年4月 亀城小・港南小が統合【小学校数26校】

［旧酒田市］第一､第二､第三､広野､袖浦､新堀､浜中､
西荒瀬､飛島、平田､東平田､鳥海､南遊佐 

［旧八幡町］八幡､大沢､日向 
［旧松山町］松山、松山中地見興屋分校 
［旧平田町］田沢､北俣､南平田
30年 鳥海中・南遊佐中が統合し鳥海中学校
32年 広野中・袖浦中が統合し第四中学校
33年 田沢中・北俣中が統合し高畑中学校
34年 新堀中・第四中が統合し第四中学校
36年 西荒瀬中・第一中の学区改編により第五中学校

大沢中・八幡中が統合し八幡中学校
44年 八幡中・日向中が統合し八幡中学校

松山中学校地見興屋分校を廃止
45年 平田中・東平田中が統合し平田中学校
47年 南平田中・高畑中が統合し飛鳥中学校
50年 浜中中・第四中が統合し第四中学校
60年 第二中・第五中の学区改編により第六中学校設置
平成
15年 飛島中休校
22年 鳥海中・八幡中が統合し鳥海八幡中学校
23年 第一中・第五中が統合し第一中学校

飛島中再開
24年 第二中・平田中が統合し第二中学校

（予定）26年4月 松山中・飛鳥中が統合【中学校数8校】

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
市
町
村
に
は

新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
な
ど
新
し
い

事
務
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
合
併

促
進
法
（
昭
和
28
年
）
や
新
市
町
村
建

設
促
進
法
（
昭
和
31
年
）
に
よ
り
市
町

村
の
合
併
が
進
ん
だ
の
も
こ
の
た
め
で

す
。
昭
和
30
年
代
に
県
内
で
も
国
の
方

針
に
従
う
形
で
、
小
中
学
校
の
再
編
成

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
よ
り
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
。
一

方
で
は
、
過
疎
化
に
よ
り
山
村
部
の
学

校
で
複
式
学
級
が
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
、
統
合
や
学
区

改
編
な
ど
に
よ
る
学
校
の
設
置
が
続
き

ま
し
た
。

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
教
育
環
境
を

整
え
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
も
学

校
統
合
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
17
年
の

市
町
合
併
か
ら
現
在
ま
で
に
、
小
学
校

２
校
、
中
学
校
３
校
の
統
合
校
が
開
校

し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
学
校
を
、
確
か

な
学
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
多

様
な
集
団
の
中
で
ル
ー
ル
を
学
び
、
社

会
性
を
培
い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
た
く

ま
し
く

｢

生
き
る
力｣

を
養
う
場
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
日
で
は
同
年
代

の
集
団
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
場
所
が
、
学
校
だ
と
も
言
え
ま
す
。

　
学
校
の
教
育
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
市
民
や
有
識
者
の
方
々
で
構
成
さ

れ
る
小
・
中
学
校
学
区
改
編
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
左
記
の
通
り
、「
酒
田

市
立
小･

中
学
校
の
学
校
規
模
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

◎
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
〜

◎
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
〜

◎
現
在

酒田市立小･中学校の学校規模に関する基本方針
（平成19年2月26日）

１．学校規模に関する基本的な考え
　⑴小学校、中学校の標準学校規模は12〜18学級
　⑵複式学級の解消に努める
　⑶過大規模校（31学級以上）は設置しない
２．当面存続する規模
　⑴小学校　①学校規模／児童数100人程度以上を確保
　　　　　　②学級規模／1学級15人程度以上を確保
　⑵中学校　①学校規模／生徒数270人程度以上を確保
　　　　　　②学級規模／1学年3学級以上を確保
３．配慮事項
　学区の改編を進める際は、地域住民と十分な時間をか
けて話し合い、理解と合意のもとに進める。

学校の今
特集
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教
育
環
境
の
改
善

　
本
紙
５
㌻
の｢

学
校
別 

学
級
数
・
児

童
生
徒
数
の
推
計｣

で
わ
か
る
通
り
、

本
市
に
は
過
大
規
模
（
31
学
級
以
上
）

の
課
題
を
抱
え
る
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
進
め
て
い
る
学
校
統
合
や
学
区
改

編
は
小
規
模
校
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
小
規
模
校
に
は
、
き
め
細
や
か
な
指

導
が
受
け
や
す
い
、
異
学
年
間
の
交
流

が
生
ま
れ
や
す
い
な
ど
の
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
統
合
し
て
大
き
な
集
団
の
中
で

学
び
互
い
に
刺
激
し
合
う
良
さ
が
、
必

ず
し
も
全
て
の
子
ど
も
に
当
て
は
ま
る

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
学
校
教
育
の
目
的
達
成
と
い
う
点
で

は
、
複
式
学
級
や
極
端
に
少
人
数
の
場

合
は
達
成
が
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
に
も
複
式
学
級
の
小
学

校
が
あ
り
、
そ
の
解
消
の
た
め
地
域
の

方
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
状
況
で
す
。

　
地
域
の
方
と
の
協
議
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
の
声
や
課
題
が
出
ま
す
。

　
学
力
の
保
障
、
通
学
路
の
安
全
性
、

新
し
い
環
境
に
な
じ
め
る
か
な
ど
の
子

ど
も
の
教
育
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
学
校
の
関
わ
り
、
文
化

や
伝
統
芸
能
の
伝
承
、
学
校
跡
地
の
活

用
な
ど
の
地
域
の
こ
と
。

　
学
校
統
合
や
学
区
改
編
は
地
域
の
方

や
保
護
者
と
十
分
な
時
間
を
か
け
て
話

し
合
い
、
理
解
と
合
意
の
も
と
に
進
め

ま
す
。
ま
た
統
合
が
決
ま
っ
た
後
は
学

校
間
で
交
流
事
業
を
実
施
し
て
、
統
合

後
の
授
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
学
校
現
場
で
も
十
分
に
配
慮

し
て
統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が

｢

生
き
る
力｣

を
身
に
付

け
る
た
め
に
、
学
校
の
生
活
面
で
は
多

く
の
個
性
あ
る
仲
間
と
関
わ
り
な
が
ら

自
分
の
可
能
性
を
よ
り
多
く
見
つ
け
る

こ
と
、
学
習
面
で
は
問
題
解
決
の
方
法

を
探
す
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
教
育
を

受
け
る
権
利
や
環
境
は
平
等
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
同
士
が

切
磋
琢
磨
し
合
え
る
場
面
を
よ
り
多
く

提
供
で
き
る
適
正
な
規
模
、
安
定
し
た

教
育
環
境
の
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
環
境
の
向
上
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
が
た
く
ま
し
く

｢

生
き
る
力｣

を

身
に
付
け
る
学
校
と
、
そ
こ
で
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
統
合
の
課
題

将
来
に
向
け
て

 東平田・中平田・北平田小学校の統合にあたって、

各小学校のPTA事業内容には違う点がたくさんありま

した。ただそれぞれの良いところを新しい学校に引き

継ぎたいという思いで協議を進めてきました。学校統

合に不安がないわけではありませんでしたが、子どもの

ことを思えば統合は現実。将来を考え前向きな気持ち

でなければ、進められません。PTAの今年のスローガ

ン「地域に感謝を込めて」は、私のテーマでもありました。

学校や子どもたちは地域に支えられていると実感してい

ます。地域の皆さまには統合後も、温かく見守ってほ

しいと思っています。

 いよいよ4月に平田小学校が開校します。子どもたち

には新しい学校で仲間をつくって、学校から帰ってきた

ら今まで通り地域の中で伸び伸びと育ってほしいです

ね。統合は間違っていなかったと言ってもらえるように

私もPTAの一員として支えていきます。

市立東平田小学校PTA会長
（東平田小・中平田小・北平田小学校
統合準備委員会PTA部会）

地域に感謝をこめて

佐藤　崇さん

 鳥海八幡中学校が誕生した平成22年に、新一年生

として入学しました。不安よりも期待や楽しみの方が大

きかったです。二つの学校のルールなど違いはあったよ

うですが、友人関係では地域の違いなども感じません

でした。友人や行動範囲も広がって学校生活を楽しく

送れたことを家族も喜んでくれています。

 学校をまとめるために頑張る先輩に憧れて取り組ん

だ生徒会活動。今年度は ｢志～292人の志士達と共に

咲かせよう3年目の華～｣ というスローガンの下、全校

での木版制作にも取り組むなど生徒の団結を強める努

力をしました。3月で卒業ですが、後輩たちには先輩た

ちが築いてきた土台や伝統を大切にしつつ、新しいこ

とにも挑戦してほしいと思います。学校をしっかりまと

めるのは自分たちという気持ちで、鳥海八幡中学校の

出身だと胸を張って言える学校づくりをしてほしいです。

市立鳥海八幡中学校
平成24年度生徒会長

新たなことにも
　　挑戦して発展を

伊藤 聖
しょうま

真さん
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

琢成小 10 242 10 243 9 232 8 207 7 194 7 187 7 178

※学区改編後（H26.4実施予定） 10 245 9 221 8 211 7 205 7 195

亀城小 16 401 15 392 14 379 13 357 12 330 12 320 12 312

港南小 6 151 6 152 6 135 6 136 6 137 6 140 6 137

※統合小（H26.4開校予定） 19 516 18 488 18 458 18 445 17 432

浜田小 11 277 10 252 9 237 9 226 10 230 10 231 9 217

若浜小 13 340 12 310 12 294 12 289 12 289 12 289 12 287

富士見小 16 425 15 416 16 425 16 415 16 413 16 410 15 393

松原小 20 556 21 581 22 604 23 630 23 654 23 675 23 670

松陵小 12 284 12 284 12 288 12 290 12 290 11 277 11 277

泉小 17 445 16 417 15 408 15 395 15 382 14 370 13 358

飛島小 1 2 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1

西荒瀬小 6 115 6 113 6 115 6 111 6 107 6 109 6 109

新堀小 6 127 6 113 6 105 6 87 6 88 6 87 6 79

広野小 6 113 6 112 6 112 6 103 6 91 6 89 6 83

浜中小 6 113 6 104 6 88 6 88 6 77 6 72 6 71

黒森小 6 51 5 50 5 49 5 53 5 41 4 43 5 44

十坂小 12 281 12 261 12 246 11 239 11 236 11 223 11 222

宮野浦小 12 374 12 374 12 376 12 372 12 366 12 349 12 348

東平田小 6 67 6 72 6 66 6 71 6 63 6 59 5 57

中平田小 6 72 5 63 5 61 5 50 4 48 5 52 5 56

北平田小 6 77 6 76 6 62 6 61 6 59 6 56 5 53

平田小（H25.4開校予定） 7 211 6 189 6 182 6 170 6 167 6 166

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

鳥海小 6 159 6 155 6 158 6 162 6 152 6 150 6 140

南遊佐小 6 54 5 53 5 50 4 46 4 47 4 42 3 39

一條小 6 103 6 100 6 93 6 87 6 90 6 84 6 74

八幡小 8 230 8 220 7 201 7 192 7 176 6 165 6 155

地見興屋小 4 44 4 40 4 40 4 40 4 36 4 36 4 34

松山小 6 93 6 91 6 85 6 75 6 73 6 68 6 66

内郷小 6 67 6 63 5 61 5 58 5 54 4 45 5 46

田沢小 3 31 4 30 4 29 4 28 4 27 4 29 3 27

南平田小 12 312 12 302 12 290 12 288 12 272 11 256 10 228

第一中 17 491 16 458 14 403 14 412 13 398 13 400 12 373

第二中 14 403 13 400 13 392 13 384 13 363 11 325 11 309

第三中 18 556 18 544 19 571 19 559 19 580 18 570 18 561

第四中 19 562 19 558 18 553 18 562 18 559 18 539 17 513

第六中 16 509 16 501 15 470 15 473 15 452 15 440 15 424

飛島中 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

鳥海八幡中 11 292 10 289 10 292 10 289 10 283 9 271 9 264

松山中 6 133 5 125 4 118 4 114 4 110 4 108 3 93

飛鳥中 6 169 6 168 6 176 6 174 7 189 7 172 7 175

統合中（H26.4開校予定） 10 294 10 288 11 299 11 280 10 268

●地域の方や保護者の方との話し合いには時間を掛け、

　理解・合意のもとに進めます。

意見聴取
市教育委員会と地域の方・保護者との懇談会

（意見の聞き取り）。児童数・生徒数の状況、酒
田市の基本方針などの情報提供

確　認
学校統合について、地域の方・保護者の意向を
確認

協　議 学校統合について、教育委員会で協議

諮　問
学校統合について、学区改編審議会へ意見を求
めます

答　申
学区改編審議会から意見をいただきます。いた
だいた意見は市議会にも報告

統合の判断 教育委員会で統合を判断し、統合の方針決定

広報活動
地域の方・保護者へ統合時期、学校の場所、
準備組織などを情報提供

●統合準備委員会を立ち上げてから開校まで、おおよそ

　２年を目安にしています。

統合準備委
員会を組織
して検討

統合準備委員会は地域の方・保護者・学校教
職員で組織。校名、校歌、校章、学校教育目
標、制服、ＰＴＡ組織、同窓会組織、教育後援
会組織などについて検討
◆検討されている内容は学区改編だよりでお知
らせしています。

交流事業
各学年または全体で一緒に遊んだ
り、授業を受けたりして交流

校名決定
統合準備委員会からの提案を受け
て、教育委員会を経て市議会の議
決により決定

校歌・校章
決定

統合準備委員会・学校からの提案
を受けて決定

閉　校 閉校式

開　校 開校式

学校別 学級数・児童生徒数の推計

学校の統合は話し合いから始まります

※学区改編により船場町一・二丁目、本町三丁目は港南小から琢成小へ。平
成26年度以降の数値は住民基本台帳より算出。
◆平成24年度は平成24年5月1日現在の学級編成の実績。平成25年度以降
は住民基本台帳の人数を加味して算出。なお、学級数は国の少人数学級制
度の現状維持および教育山形さんさんプランの継続を前提に算出し、特別
支援学級の学級数・児童生徒数は含めていません。

学校の今
特集

学級数 児童生徒数

学校名 学校名
年度 年度


